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Android の開発環境構築



自習例についてのお詫び

自習例につきましては、紙面の都合から

Windows 7（32bit版）限定となっています。
MACやLinuxの方は、自習例を参考に
独力での環境設定をお願いします。



発展学習について

本資料は、勉強会資料の側面として、
 画面上部のタイトル左端に　　を記した

発展学習ページも設けています。

本題の環境構築とは異なりますが、
お時間があれば、参照ください。

発展
学習



環境構築

Android 開発環境構築



システム要件

● Windows の場合
o 8, 7, Vista, 2003, XP （32 or 64bit)
メモリ２GB以上推奨
空ディスク：400MB + SDKに１ＧＢ以上
Orecle Java7 JDK （Java SE 7 開発環境）

Android Studio BETA > SYSTEM REQUIREMENTS参照

http://developer.android.com/sdk/installing/studio.html


システム要件

● Mac OS の場合
o Mac OS X 10.5  〜 10.9 （Mavericks）
メモリ２GB以上推奨
空ディスク：400MB + SDKに１ＧＢ以上
Orecle Java7 JDK （Java SE 7 開発環境）

Android Studio BETA > SYSTEM REQUIREMENTS参照

http://developer.android.com/sdk/installing/studio.html


システム要件

● Linux の場合
○ デスクトップ環境が、GNOME  か KDE であること
メモリ２GB以上推奨
空ディスク：400MB + SDKに１ＧＢ以上
Orecle Java7 JDK （Java SE 7 開発環境）

（Ubuntuの場合は、インストール用Javaパッケージ有）
Android Studio BETA > SYSTEM REQUIREMENTS参照

http://developer.android.com/sdk/installing/studio.html


システム要件

ご自身のPC環境が
システム要件を満たしていれば、

 次項の JDK  インストール に進んでください。



Oracle Java7 JDK インストール

Oracle JDK 7 インストール



Oracle Java7 JDK インストール

● Windowsへのインストール
o Oracle Java SE Download サイトで32/64 bit環境用の

JDKファイル（インストーラ）をダウンロードします。

JDKインストーラのダウンロード
1. Oracle Java SE Download サイトを
開きます。

この自習例のスナップショットは、
Windows7 32bit版を利用しています。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/


Oracle Java7 JDK インストール

　 2. 下にスクロールして、

Java SE 7uXX のリンクを開き、
Java SE 7ダウンロード先に進みます。

Java SE 7 ダウンロード先

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/jdk7-downloads-1880260.html
http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/jdk7-downloads-1880260.html


Oracle Java7 JDK インストール

　3. ライセンス同意のため下にスクロールして、
Accept License Agreement をチェック

4. 同意によりダウンロード可能になるので、
自分の環境用のファイルをダウンロード

Windowsの場合は、
32bit版がWindows x86
64bit版はWindows x64



Oracle Java7 JDK インストール

　JDK ７のインストール
1. ダウンロードしたファイルを開くと

JDK 7 のインストールが開始されます。
インストールは、管理者権限を持つユーザで実行してください

　ここでは、「次へ」をクリックして
　インストールを進めてください。

この例でのダウンロード・ファイルは、
32bit  版が jdk-7u67-winowsｰi586.exe
64bit  版は jdk-7u67-windowsｰx64.exe
となっていました。

　自習時でのファイル名については、
　御自身がダウンロードしたファイル名を
　確認ください。



Oracle Java7 JDK インストール

　2. インストール先指定
　 通常では標準指定のままで構いません。

（インストール先の変更も可能です。）

問題がなければ「次へ」をクリックして
インストールを進めてください。

【重要】
インストール先は、後で利用しますので
Notepadなどに控えておいてください。

　この例では、
　C:￥Program Files￥Java￥jdk1.7.0_67￥



Oracle Java7 JDK インストール

　3. 前ページの「次へ」クリックで、
…インストールが進行し

プログレス表示が終われば、

JDK 7 インストールの終了です。



Oracle Java7 JDK インストール

　インストール内容確認インストールとは、直接関係ありませんが
先に控えたインストール先フォルダを開いて
どんなファイルがインストールされたのか
確認してみるのも勉強になるでしょう。

　この例でのインストール先は、
　C:￥Program Files￥Java￥jdk1.7.0_67￥

発展
学習



Oracle Java7 JDK インストール

　環境変数設定
1. 環境変数ダイアログを開く
　  →  システム システムプロパティ を開き、

「環境変数」をクリックします。



Oracle Java7 JDK インストール

　2.  システム変数 JAVA_HOME 新設
環境変数ダイアログの
下段にある「新設」をクリックして、
新しいシステム変数ダイアログを開き

以下を設定します。　　　

変数名：JAVA_HOME
変数値：控えておいたインストール先
この例では、C:￥Program Files￥Java￥jdk1.7.0_67￥



Oracle Java7 JDK インストール

　【補足】日本語版ドキュメントOracleさんでは、
オンライン版とオフライン版（アーカイブ）の
Java開発環境・日本語版ドキュメントを
提供しています。

　オンライン版：Java SE API & ドキュメント

　オフライン版：Java SE 日本語ドキュメントアーカイブ

発展
学習

http://www.oracle.com/technetwork/jp/java/javase/documentation/api-jsp-316041-ja.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/java/java-sun-1440465-ja.html


Android Studio インストール

Android Studio インストール



Android Studio インストール

● Windowsへのインストール
o Android Studio BETA サイトを開き、

Android SDK 入りインストーラーをダウンロードします。

Android Studio インストーラのダウンロード
1. Android Studio BETA サイトを開きます。
2. Download Android Studio BETA ボタンを
クリックしてダウンロード・ページに進みます。

この自習例のスナップショットは、
Windows7 32bit版を利用しています。

http://developer.android.com/sdk/installing/studio.html
http://developer.android.com/sdk/installing/studio.html


Android Studio インストール

　2. ダウンロード・ページの
同意確認進ドキュメント（黄色枠）を

読んで同意可否を判断します。
3. 同意チェックボックス（赤色枠）に

チェックを入れます。
4. Android Studio BETA ボタン（緑色枠）が

有効になります。
5. Android Studio BETA ボタンをクリックすると

Installing Android Studio ページに遷移し
インストーラのダウンロードが始まります。

http://developer.android.com/sdk/installing/index.html?pkg=studio


Android Studio インストール

　6. Installing Android Studio ページには、
Android Studio インストールについての
英文説明が記載されています。
（時間があれば、御確認ください）

この実習例では、
android-studio-bundle-135.1339820-
windows.exe というインストール・ファイルが
ダウンロードされています。

http://developer.android.com/sdk/installing/index.html?pkg=studio


Android Studio インストール

　Android Studio BETA のインストール
1. ダウンロードしたファイルを開くと
インストール設定が開始されます。
インストールは、管理者権限を持つユーザで実行してください

　ここでは、「Next」をクリックして
　インストールを進めてください。

この例でのダウンロード・ファイルは、
android-studio-bundle-135.1339820-windows.exe 
となっていました。

　自習時でのファイル名については、
　御自身がダウンロードしたファイル名を
　確認ください。



Android Studio インストール

　2. Android Studio 使用ユーザの指定
Android Studio を「全員で共用する」か、
「自分だけが使う」かを指定します。

通常は、右記標準のままで構いません。

Install for anyone using the computer
（ユーザ全員で共用）

Android Studio 使用ユーザを指定したら、
「Next」をクリックして次に進みます。



Android Studio インストール

　3. Android Studio インストール先の指定
Android Studio のインストール先を

指定します。
通常は、右記標準のままで構いません。

Android Studio インストール先を指定したら、
「Next」をクリックして次に進みます。

【重要】
インストール先は、後で利用しますので
Notepadなどに控えておいてください。

　この例では、
　C:￥Program Files￥Android￥android-studio
　64bit環境では、Program Files（ｘ８６）になることに注意！



Android Studio インストール

　4. Android Studio ショートカットの指定
Android Studio のショートカット名や
スタート・メニューに入れるかを指定します。

通常は、右記標準のままで構いません。

ショートカット名：Android Studio
スタート・メニューに含める

Android Studio ショートカットを指定したら、
「Install」をクリックして次に進みます。



Android Studio インストール

　5. Android Studio インストール実行
前ページの「Install」クリックにより
インストール処理が始まります。

インストール処理は、自動進行します。

インストール完了（Installation Comlete）に
いたりましたら「Next」をクリックして
次に進んでください。



Android Studio インストール

　6. インストール終了
Start Android Studio のチェックを外し、
「Finish」をクリックして
インストールを終了します。

Start Android Studioに
チェックを入れていた場合、

 このあと Android Studio が自動起動します。

　チェックを外したのは、
　このあとで環境変数の設定を行ってから
　Android Studio を起動するためです。
　チェックを入れていても問題はありません。



Android Studio インストール

　インストール内容確認インストールとは、直接関係ありませんが
先に控えたインストール先フォルダを開いて
どんなファイルがインストールされたのか
確認してみるのも勉強になるでしょう。

Android Studio の中に、
Android SDK を保管するための
sdk というディレクトリが確認できます。

　この例でのインストール先は、
　C:￥Program Files￥Android￥android-studio
　64bit環境では、Program Files（ｘ８６）になることに注意！

発展
学習



Android Studio インストール

　環境変数設定
1. 環境変数ダイアログを開く
　  →  システム システムプロパティ を開き、

「環境変数」をクリックします。



Android Studio インストール

　2.  システム変数 ANDROID_HOME 新設
環境変数ダイアログの
下段にある「新設」をクリックして、
新しいシステム変数ダイアログを開き

以下を設定します。　　　

変数名：ANDROID_HOME
変数値：控えておいたインストール先￥sdk 
この例では、C:￥Program Files￥Android￥android-studio￥sdk



Android Studio インストール

　3.  システム変数 PATH への追加設定
環境変数ダイアログの
下段にあるシステム環境変数から

 システム変数 PATH を選択して、
変数値の末尾に以下を追加します。

変数値：；%ANDROID_HOME%￥tools 
変数値：；%ANDROID_HOME%￥platform-tools
上記は、２行にわかれていますが連続して設定してください。

【発展学習】　環境変数設定で、何をしていたの？
回答

1. ANDROID_HOMEは、Android Studio  のツールに Android SDK の場所を指定しています。
2. PATH  は、コマンド プロンプト（コンソール）でコマンドを探す場所を指定する変数です。

 上記の設定意図は、後述の emulator  コマンドなどの SDK ツール・コマンドが使えるよう
Android SDK ツールの場所を追加指定していたのです。



Android Studio インストール

　【補足】追加の環境変数設定Android Studio を複数ユーザで共有する場合、

以下の設定を追加しておくと良いかもしれません。

1.  システム変数 ANDROID_STUDIO 新設
新しいシステム変数ダイアログを開き

以下を設定します。　　　

変数名：ANDROID_STUDIO
変数値：  控えておいたインストール先
この例では、C:￥Program Files￥Android￥android-studio

2.  システム変数 PATH への追加設定
 システム変数 PATH を選択して、

変数値の末尾に以下を追加します。

変数値：；%ANDROID_STUDIO%￥bin

  管理者権限で実行していないコマンド プロンプトから
 各ユーザごとの Android Studio を起動できます。

> studio.bat [ENTER]



Android SDK 設定

Android SDK 設定
Android Studio BETA のインストールにより、
Android SDK の種もインストールされました。
この章では、SDK を使うための設定を行います。



　Android SDK マネジャの設定
（Android SDKのインストール）
 

1.  コマンド プロンプトでSDKマネジャを開く
 コマンド プロンプトで、以下を実行して、

Android SDKマネジャを開きます。

Android SDK 設定

この例では、ユーザ全体でSDKを共有するので、
 コマンド プロンプト内で管理者権限が必要です。

 

 コマンド プロンプトのショートカットを右クリックして
ポップアップ・メニューを開き、メニューの中から
「管理者として実行」を選択実行してください。
 

非管理者の場合は、管理者権限のあるユーザIDと
パスワードの入力が求められます。

【補足】SDKマネジャは、Android Studio からでも開けます。

 > android [Enter]



Android SDK 設定

　

自習例では、最小限のAPIとして
SDK Tools, SDK Platform-tools, SDK Build-tools,
API 20(4.4W Wear), API 19 (4.4.2 Kitkat) ,
Android Support Repository,
Android Support Library,
Google Play Service, 
Google Play Repository, 
Google USB Driver

をインストール対象としています。
インストール対象の具体例は、次ページ以降を参照

2. インストール対象APIやライブラリの選択
Android SDK  マネジャで、利用する Android 
バージョンのAPI やライブラリ等を選択して
最下段の「Install XX packages....」を
クリックします。



Android SDK 設定

　

Tools項目の最小限のインストール対象は、
以下の３点です。　（右図参照）

　Android SDK Tools
　Android SDK Platform-tools
　Android SDK Build-tools

　Build-tools は、
　Rev の新しいものを選択してください。

SDKインストール対象の具体例
3.1. Tools項目の最小限インストール対象



Android SDK 設定

　

API項目の最小限のインストール対象は、
以下の９点です。　（右図参照）

Android 4.4W (API 20)
　SDK Platform
　Samples for SDK
　Android Wear ARM EABI v7a System IMage
　Sources for Android SDK

Android 4.4.2 (API 19)
　SDK Platform
　Samples for SDK
　ARM EABI v7a System Image
　Google API (ARM System Image)
　Source for Android SDK

SDKインストール対象の具体例
3.2. API項目の最小限インストール対象



Android SDK 設定

　

Extras項目の最小限のインストール対象は、
以下の５点です。　（右図参照）

Extras
　Android Support Repository
　Android Support Library
　Google Play services
　Google Repository
　Google USB Driver （Windows版のみ）

SDKインストール対象の具体例
3.3. Extras項目の最小限インストール対象



Android SDK 設定

　4. ライセンスへの同意とインストール
インストール対象の一覧が表示されるので、

右ペインのライセンスに同意可能な場合は、

「Accept Licence」にチェックを入れて、
「Install」をクリックします。

　インストールが始まるとプログレスバーが進行し、

 　インストールログが Done になれば終了です。



　Android SDK マネジャの設定
（Android SDKのアップデート）
 

SDK内容は、時々アップデートされます。
その際は、以下のアップデートを行ってください。
 

1.  コマンド プロンプトでSDKマネジャを開く
 コマンド プロンプトで、以下を実行して、

Android SDKマネジャを開きます。

Android SDK 設定

この例では、ユーザ全体でSDKを共有するので、
 コマンド プロンプト内で管理者権限が必要です。

詳細は、Android SDKのインストールを参照ください。
【補足】SDK マネジャは、Android Studio からでも開けます。

 > android [Enter]

アップデート対象は、
このように状態表示
が変わっています



Android SDK 設定

　

この自習例時には、
Tools   → Android SDK Tools
API 20 → Android Wear ARM EABI v7a System Image

API 19 → Google API (ARM System Image)
Extras
　Google Play Service
　Google Play Repository

のアップデート選択を行いました。

2. アップデート象の選択
アップデート対象は、前ページの例のように

 状態が update available になっているので、
それら更新対象のチェックボックスをONにして
最下段の「Install XX packages....」を
クリックします。



Android SDK 設定

　4. ライセンスへの同意とアップデート
アップデート対象の一覧が表示されるので、

右ペインのライセンスに同意可能な場合は、

「Accept License」にチェックを入れて、
「Install」をクリックします。

　アップデートが始まるとプログレスバーが進行し、

 　アップデートログが Done になれば終了です。

　SDK Tools をアップデートした際は、
　SDKマネジャやAVDマネジャを再起動してください。



Android SDK 設定

　SDKインストールの注意事項
 

1. 複数回のインストール手続きが必要なこともあります。
インストール対象のライセンス管理等の違いにより、
一度の同意で済まない場合もあります。
 

この場合は、最初のインストール終了後に、
残りのインストール手続きを行うことになります。

2. インストールに長時間必要なこともあります。
インターネットを介してインストールを行うため、
インストール対象のAPI数が多い場合や、
通信環境が悪い場合は、インストール終了まで
１時間以上かかる場合もあります。
 

インストールには、余裕を持って望みましょう。

3. アンインストールもできます。
不要になったAPIバージョンやサービス等に
チェックを入れて「Delete packages...」
クリックで、アンインストールできます。



Android SDK 設定

　【発展学習】　Android SDK で、Android Support Repository  と Google Repository を追加する理由
1. Support Package  と Google Play services は、Maven のリポジトリだそうです。

Gradle  ベースのビルドシステムである Android Studio では、これを使うことで
プロジェクトに任意のバージョンのライブラリが簡単に追加できるようになります。
以下のように、Android Studioではライブラリの代わりにリポジトリを選択する記述もあります。
Note: If you're developing with Android Studio, select and install theAndroid Support Repository item instead.

 【参照】 [Android Studio] Google Play services のライブラリが簡単に追加できるようになった！
 【参照】 Support Library Setup #Downloading the Support Libraries

Android SDK マネジャで
Android Support Repository と
Google Repository をインストール選択
してください

発展
学習

http://dev.classmethod.jp/smartphone/android/android-studio-support-repository/
https://developer.android.com/tools/support-library/setup.html#download


　Android AVD マネジャの設定
（Android エミュレータの設定）
 

1.  コマンド プロンプトでAVDマネジャを開く
 コマンド プロンプトで、以下を実行して、

Android AVDマネジャを開きます。

Android SDK 設定

AVDとは、
Android Virtual Device
（Android 仮想デバイス）
ようするに端末エミュレータ

のことです。
ユーザごとの設定になるよう管理者権限

 で実行していないコマンド プロンプトで
AVD マネジャを起動してください。

 > android avd [Enter]

これ

【補足】AVDマネジャは、Android Studio からでも開けます。



　2. 仮想端末（エミュレータ）の設定
Android AVDマネジャの「Create...」を
クリックしてエミュレータ設定ダイアログを開き、
新規作成するエミュレータの設定を行います。
 

　設定が終了しましたら、「OK」をクリックして
　エミュレータ設定確認に進んでください。

Android SDK 設定

SDK でインストールしたAndroidのバージョンは、
API 19 （Kitkat）と、API 20（Wear）でしたので、
この例では、API 19 のデバイスを設定しています。

　特ににこだわりがなければ、
　右図の設定をコピーしてエミュレータを
　作成してください。



　3. 仮想端末（エミュレータ）の設定確認
作成するエミュレータの設定内容を確認します。
 

　設定内容でよければ、「OK」をクリックして
　エミュレータ作成に進んでください。

4. 仮想端末（エミュレータ）の作成確認
　上記の手順により、
　新規のエミュレータが作成されます。

Android SDK 設定



　5. 仮想端末（エミュレータ）の追加設定
API 20 （Wear）もインストールしているので、
Android Wear エミュレータも設定しましょう。
 

　設定が終了しましたら、「OK」をクリックして
　エミュレータ設定確認に進んでください。

Android SDK 設定

この例では、API 20 のデバイスを設定しています。

　特ににこだわりがなければ、
　右図の設定をコピーしてエミュレータを
　作成してください。



　6. 仮想端末（エミュレータ）の設定確認
作成するエミュレータの設定内容を確認します。
 

　設定内容でよければ、「OK」をクリックして
　エミュレータ作成に進んでください。

7. 仮想端末（エミュレータ）の作成確認
　上記の手順により、
　追加のエミュレータが作成されます。

Android SDK 設定



　Android AVDの起動
（Android エミュレータの起動）
 

1. エミュレータの選択と起動
Android AVDマネジャを開き、
起動するエミュレータ行をクリック選択して、
「Start...」を有効化させてからクリックします。

2. エミュレータの画面表示サイズ指定
エミュレータ起動を確認する
Lunch Options ダイアログが開くので、
「Scale display to real size」をチェックし
「monitor dpi」の値を調整して「Lunch」を
クリックします。
 

　エミュレータが大きく表示される場合、
　monitor dpi の値を小さくするすることで
　画面表示サイズ（Scale）を小さくできます。

Android SDK 設定



　3. エミュレータの起動
前頁の操作でエミュレータが起動します。
 

　エミュレータの起動には、
　メモリやCPUパワーが求められます。
 

　非力なPCでエミュレータを起動させると、
　30分経っても起動完了しないことがあり、
　その場合は、実機の利用をお勧めします。

Android SDK 設定
起動準備の
プログレスが
進み

エミュレータが
起動します。

エミュレータが
起動完了しました。

Android Ｗｅａｒ
エミュレータも
同じようにして
起動できます。



　Android SDK 設定の保管先
SDK のインストールとAVD  の新規作成を行いましたので発展学習として、
Android  システム全体に関与する API イメージやライブラリなどのインストール物の保管先と、
ユーザ個別に設定される、操作履歴やAVD（エミュレータ）設定の保管先を確認してみてください。

1. Android システム関連ファイルの保管先
API イメージやAPIごとのサンプル及びライブラリなどのインストール物は、
Android Studio インストール先￥sdk 以下のデイレクトリに保管されます。

 （例） C:￥Program Files￥Android￥android-studio￥sdk

2. ユーザ個別設定の保管先
SDKの操作履歴やAVD設定は、ユーザ・アカウントごとに
ユーザ￥アカウント名￥.android 以下のユーザ・ホームディレクトリ内に保管されます。
　　　　　　　　　　　　（AVD  設定は、上記の avd ディレクトリに保管されます）

 （例） C:￥Users￥rie￥.adndroid （【注意】ユーザ・アカウントID  ： rie が操作した場合）

Android SDK 設定
発展
学習



Android Studio の第一歩

Android Studio の第一歩
この章では、Android Studio BETAの起動と
アップデートに関わる最小限の設定を行います。



　Android Studio BETA の起動
1. Android Studio ショートカットから起動
インストール時にスタート・メニューなどに
作成されたショートカットから起動します。

Android Studio の第一歩

 コマンド プロンプトでも起動できます。
Android Studio へのパスを設定していた（システム

 変数 ANDROID_STUDIO 設定例に該当）場合は、
 以下で Android Studio が起動します。

　ただしユーザ全体でSDK共有かつ、Android Studio 内で
　SDK マネジャを利用する場合は、管理者権限で実行の

 　コマンド プロンプトからの起動が必要です。

 > studio.bat [Enter]

起動のスプラッシュ・
イメージが表示され

Android Studio が
起動します。



　Android Studio BETA の起動画面
1. 起動画面は、２種類有ります。

 

プロジェクトが存在しないか、
プロジェクトを開いていない場合は、
Welcome 画面（右図上段）が表示されます。
 

また前回作業していたプロジェクト画面
（右図下段など）を開かせることもできます。
 

IDEの設定や新規プロジェクトの作成、
ならびに既存プロジェクトのオープンは、

どちらの画面からでも可能です。
また、いずれの画面を開くのかは、
設定画面で切り替え可能です。

　

Android Studio の第一歩
発展
学習



　Android Studio のアップデート
Android Studio は、頻繁にアップデートされます。
アップデートがあれば、画面に告知されますので、
アップデートの確認や更新を行ってください。

　Android Studio のアップデートは、
　アップデート情報ダイアログを介して行います

　【注意】アップデートは、
　　　　管理者権限のあるユーザで行ってください。

Android Studio の第一歩
アップデートを告知があった場合は、
メッセージが表示されます。



　Welcome 画面でのアップデート
（画面にアップデート告知がある場合など）

1. ステータスバーからのアップデート情報確認
画面下部ステータスバーに表示されている
アップデート・チェックメッセージ
Check for update now をクリックして、
アップデート情報ダイアログを開きます。

アップデート操作は、ダイアログで行います。

Android Studio の第一歩

（１）アップデートを告知があった場合

（２）ステータスバーの
　　Check をクリック

（３）アップデート情報
　　ダイアログが開きます



　プロジェクト画面でのアップデート（画面にアップデート告知がある場合など）
1. メニューバーからのアップデート情報確認
画面上部のメニューバーから
Help > Check for update を選択して、
アップデート情報ダイアログを開きます。

アップデート操作は、ダイアログで行います。

Android Studio の第一歩

（１）メニューバー

     Help 
      Check for Update
       を選択

（２）アップデート情報
　　ダイアログが開きます

（１）メニューバー

     Help 
      Check for Update
       を選択

（２）アップデート情報
　　ダイアログが開きます



　アップデート情報ダイアログの機能1. アップデート・セッテイングの設定
アップデート情報ダイアログの中央にある
see the Updates dialog をクリックした場合、
アップデート・ダイアログが開きます。
 

このダイアログの用途は、
Android Studio のアップデート状況を
チェックする版対象（安定版/ベータ版など）の
設定なので内容を触る必要はありません。

【注意】
アップデートの有無に関係なく挙動は変わりません。

Android Studio の第一歩

このダイアログの設定を変える
必要はないでしょう。



　アップデート情報ダイアログの機能（アップデートがある場合）
2.1. アップデート＆再起動の実行

アップデート情報ダイアログの下部にある
「Update and Restart」をクリックした場合、
 

直ちに
Android Studio が閉じて、
自動的にアップデートが行われ
Android Studio の再起動が行われます。

【注意】
この例は、アップデートがあった場合の挙動です。

Android Studio の第一歩

アップデートが
　行われます。



　アップデート情報ダイアログの機能（アップデートがない場合）
2.2. アップデートは、行えません。

ダイアログの内容は、右図のとおりのため
アップデートを行うことは、できません。

【注意】
この例は、アップデートがなかった場合の挙動です。

Android Studio の第一歩

アップデート設定の詳細については、以下の記事が参照になります。

Android Studio最速入門〜効率的にコーディングするための使い方

4 Android Studio v0.1.2   Android Studio第 回　 登場 ｜ のアップデートについて
今回のアップデート無視「Ignore This Updates」を選んだ場合の再アップデート法などの記述があります。

発展
学習

http://gihyo.jp/dev/serial/01/android_studio/0004?page=1


　Android Studioの版設定確認
（バージョン番号等の確認）
1.      Android Studioの全体設定確認

画面上部のメニューバーから
Help > About を選択して、
Android Studio 版設定を確認します。

Android Studioの版やバージョン、
Javaのバージョンが確認できます。

Android Studio の第一歩
発展
学習

（１）メニューバー
     Help 
      About
       を選択

（２）Android Studioの
　　全体設定が表示
　　されます。



おつかれさまでした

自習資料（1）

Android の開発環境構築
本自習は、これで終了です

おつかれさまでした



　本自習資料作成にあたり、以下のサイトを参考にしました。
1. Android Studio 全般

Android Studio最速入門〜効率的にコーディングするための使い方
http://gihyo.jp/dev/serial/01/android_studio

2. Android 開発環境構築
ゼロから作るAndroid Studio環境
http://firespeed.org/diary.php?diary=kenz-1723

3. Android Studio のアップデート変遷
sos   の作業メモ |  開発環境 android
http://sos.hatenablog.jp/archive/category/android

参考資料

http://gihyo.jp/dev/serial/01/android_studio
http://firespeed.org/diary.php?diary=kenz-1723
http://sos.hatenablog.jp/archive/category/android
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